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市政だより

昭和57年 4月 1日 No.944 

人口の動き

3月1日現在 前月比

人口計 66.953 + 90 
男 32.275 十 51

女 34.678+ 39 
世帯数 19.340+ 19 

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIillllllllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

西
大
村
中
の
田
崎
君
が
参
加

昭
和
少
年
遺
欧
使
節
に

400年ぶりにローマへの道をたどる昭和少年遣欧使節の1人iこ大村市からも田崎耕

太郎君(西大村中〉が選ばれ、 3月24日に随行の人達と一緒に元気に出発しました。

田崎君らは、 2週間の聞にヨーロツパではポルトガノレ、スペイン、バチカン市国な

どを訪問、ローマ法王に特別謁見するほか、スペイン国王、ポルトガノレ大統領とも会

見します。また、同世代の少年少女らとの交歓なども行いますが、国際親善、交流に

大きな役割を果たしてくれることでしょう。

写真は、 3月初日にコミニュティセンターで行われた田崎君の壮行会のときのスナ

ップで、戸島市長などに激励されていました。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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一
あ
ぶ
な
い
よ

一
章
が
見
え
な
い
ま
が
り
か
ど

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
パ

J

九

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
四

月
六
日

t
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す。

昨
年
は
、
交
通
取
り
締
ま
り
な

ど
に
よ
り
事
故
件
数
、
傷
者
は
若

干
減
少
し
た
も
の
の
、
死
者
は
二

人
増
加
し
て
五
人
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

事
故
の
原
因
を
見
る
と
、
飲
酒

運
転
や
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
一
時

停
止
を
怠
た
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
が
多
く
、
運
転
者
の
マ
ナ
!
の

悪
さ
が
特
に
指
摘
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
新
学
期
と

一

市

民

交

通

傷

害

保

険

一

一
も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か
/
一

一
昭
和
五
十
六
年
度
分
の
市
民
申
込
書
を
紛
失
さ
れ
た
と
き
一

一
交
通
傷
害
保
険
の
有
効
期
限
は
は
、
生
活
環
境
課
、
各
出
張
所
一

一
三
月
三
十
一
日
で
切
れ
て
い
ま
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
一

一

す

。

事

項

を

記

入

、

押

印

の

う

え

、

一

一
も
し
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
り
保
険
料
を
添
え
て
お
申
込
み
下
一

一

し

て

、

ま

だ

加

入

さ

れ

て

い

な

さ

い

。

一

一

い

方

は

、

早

自

に

加

入

し

ま

し

(

生

活

環

境

課

二

一

ょ

う

。

一
※
下
水
道
住
み
よ
い
町
の

戸

壁
一

重
な
っ
て
、
例
年
交
通
事
故
が
増

加
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

子
供
と
老
人
の
事
故
防
止
、
飲

酒
・
暴
走
運
転
の
絶
滅
を
市
民
総

ぐ
る
み
で
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

〔
運
動
の
重
点
〕

①
歩
行
者
、
特
に
新
入
学
(
園
〉

児
を
中
心
と
し
た
子
供
の
交
通

事
故
防
止

②
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進

①
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
飲
酒

暴
走
運
転
の
追
放

新
入
学
(
園
V

児
に
は

お
母
さ
ん
方
は
、
事
前
に
子
供

基
礎
づ
く
り

の
通
学
(
園
)
路
を
実
際
に
歩
い

て
、
危
険
な
と
こ
ろ
な
ど
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

子
供
に
し
つ
け
と
し
て
交
通
安

全
を
心
が
け
る
よ
う
家
庭
で
話
し

合
い
、
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
道
路
へ
の

飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
登
校
(
園
)
は

早
め
に
余
裕
を
も
っ
て
送

り
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

・っ。
ま
た
、
安
全
を
守
る
た

め
、
集
団
登
校
を
指
導
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
歩
き
な

が
ら
の
ふ
ざ
け
っ
こ
や
、
-

道
路
で
の
遊
び
が
危
険
な
こ
と
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

老

人

寸
A
V

…
出
す
る
場
合
は
、
家
族
と
の
同
伴

か
運
転
者
の
自
に
つ
き
ゃ
す
い
白

っ
ぽ
い
、
明
る
い
服
装
に
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

…
運
転
を
す
る
人
は

マ
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
は

い
た
わ
り
の
気
持
ち
で

マ
一
時
停
止
や
左
右
確
認
を
確
実

に
行
う

マ
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

マ
ス
ク
ー
ル
ゾ
i
y
や
シ
ル
バ
ー

ゾ
l
ジ
内
で
は
、
特
に
安
全
速

。

度
を
遵
守
す
る

マ
過
労
・
暴
走
運
転
は
や
め
て
、

常
に
安
全
・
確
実
に
停
止
で
き

る
ス
ピ
ー
ド
で

マ
シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る

マ
オ
ー
ト
バ
イ
、
バ
イ
ク
は
昼
間

点
灯
を
心
が
け
る

死
亡
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
飲

酒
・
暴
走
運
転
に
よ
っ
て
起
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
か
ら
暴
走

族
や
飲
酒
運
転
違
反
者
を
出
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

(
生
活
環
境
課
)

。

。

老
人
の
交
通
事
故
の
原
因
は
、

道
路
で
の
無
理
な
横
断
、
信
号
無

視
、
夜
間
外
出
に
よ
る
も
の
が
大

半
を
占
め
、
交
通
の
き
ま
り
に
な

じ
め
な
い
で
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

老
人
の
横
断
を
見
か
け
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
手
を
か
し
て
や
る
な
ど

の
気
持
ち
で
接
し
て
下
さ
い
。

方
聞
の
外
出
は
特
に
危
険
で
す

の
で
、
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
家

族
の
注
意
が
必
要
で
す
。
も
し
外

耳
と
ιー

宣と
丙ば
警の
与相
互談
断
と
相
吾火
li!K. 

聴
覚
障
害
児
(
者
)
の
福
祉
増

進
と
し
て
、
総
合
聴
力
検
査
装
置

を
設
置
し、

聴
覚

・
言
語
・
音
戸

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
聴
覚
障
害
の
相

談
・
診
断
に
市
立
病
院
医
師

及
び
専
門
員
が
応
じ
て
い
ま

す
J

。聴
力
・
言
語
障
害
な
ど
で

悩
み
心
配
し
て
お
ら
れ
る
方

は
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

日
時
毎
月
第
三
土
曜
、
午

後
一
時

t
三
時
※
四
月

の
相
談
日
は
十
七
日

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

(
福
祉
課
)



ず

※ 

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
/

昭和57年 4月1日
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四
月
に
入
り
、
本
格
的
な
花
の

シ
ー
ズ
ン
、と
な
り
ま
し
た
。

大
村
公
園
で
は
こ
れ
か
ら
、
さ

りおむお市政だより(3) 

く
ら
、
つ
つ
じ
、
花
菖
蒲
が
咲
き

続
き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
よ
お
し
を
行
い
ま
す

の
で
皆
さ
ん
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
商
工
観
光
課

ま
た
は
観
光
協
会
(
曾
②
|
一
ニ
六

O
五
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

いろんなもよおし

〔
も
よ
お
し
〕

期間中、

V
四
月
四
日
(
日
)
日
落
語
(
正

午
1
)
、
地
酒
き
き
酒
会
(
正
午

t
)
、
民
踊
(
午
後
一
時

t
)
V

四
月
十
一
日
(
日
)
H
民
踊
(
正
午

〔
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
〕

V
対
象
H

花
(
さ
く
ら
、
つ
つ

じ
、
花
菖
蒲
)
と
史
跡

V
作
品

U

白
黒
四
切
り
、
カ
ラ

l
ス
ラ
イ

ド

V
締
切
H

六
月
三
十
日

V

提
出
先
H
商
工

観
光
課

〔
花
ま
つ
り
プ

レ
ゼ
ン
ト
〕

オオムラザクラ

六
月
十
五
日

ま
で
の
花
ま
つ

り
期
間
中
、
大

村
公
園
を
訪
れ

ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
た
方
の
中

か
ら
、
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

(
商
工
観
光
課
〉

会

(
事
務
局
・
大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

天

正

遣

欧

少

年

使

節

⑤
マ
カ
オ
で
の
悲
報

イ
ン
ド
の
ゴ
ア
で
の
約
一
年

三
カ
月
の
滞
在
の
後
、
一

五
八

八
年
八
月
十
一
日
、
中
国
の
マ

カ
オ
に
到
着
し
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
向
う
際
、
長
崎
か
ら

こ
の
マ
カ
オ
ま
で
は
、
二
十
日

足
ら
ず
の
船
旅
で
し
た
か

3

え

も
う
日
本
は
目
の
前
で
し
た
。

し
か
し
、
マ
カ
オ
で
使
節
一

行
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、

二
つ
り
悲
し
い
知
ら
せ
で
し
た

一
つ
は
、
使
節
を
派
遣
し
た

三
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
う

ち
、
二
人
ま
で
が
、
使
節
が
マ

カ
オ
に
到
着
す
る
約
一
年
半
も

前
に
既
に
な
く
な
っ
て
い
た
こ

と
で
し
た
。
大
村
純
忠
が

一
五

八
七
年
の
五
月
に
、
大
友
宗
麟

が
そ
の
一
カ
月
後
に
相
つ
い
で

他
界
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

し
て
波
乱
の
生
涯
を
終
え
て
い

た
の
で
す
。

大
村
純
忠
の
臨
終
の
も
ょ
う

は
、
最
近
訳
さ
れ
た
宣
教
師
ル

イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
記
録
に
よ

@
記
録
⑩ 

大
村
純
中
山
の
霊
名

「
鈍
波
留
登
路
銘
」
(
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
)
と
花
押

っ
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
純
忠
は
死
期
が
ち
か
ま

る
に
つ
れ
、

慈
悲
の
心
が
増
し

今
ま
で
飼

っ
て
い
た
小
鳥
を
野

に
放
っ
て
や
る
ほ
ど
で
し
た
。

の
ど

し
か
し
最
期
は
咽
喉
に
で
き
た

炎
症
が
悪
化
し
、
乙
れ
が
直
接

の
死
因
と
な
り
ま
し
た

Q

お
そ

ら
く
以
前
か
ら
わ
ず
ら
っ
て
い

た
結
核
の
併
発
病
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

一
一
つ
目
の
悲
報
は
、
日
本
の

社
会
が
大
き
く
変
化
し
.
以
前

の
よ
う
に
公
に
キ
リ
ス
ト
教
を

布
教
し
た
り
、
信
仰
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
、
織
田
信
長
の
跡
を

継
い
だ
豊
臣
秀
吉
が
、
一
五
八

七
年
の
七
月
(
邦
歴
六
月
)
島

津
氏
征
伐
の
帰
路
.
筑
前
宮
崎

で
、
い
わ
ゆ
る
パ
テ
レ
ン
追
放

令
と
い
う
禁
教
令
を
出
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
禁
止

令
に
よ
っ

て
宣
教
師
は
国
外

退
去
を
命
ぜ
ら
れ
、
キ
リ
ス

ト
教
の
布
教
が
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
よ
う
な
日
本
の
世
情

の
変
化
に
、
位
節
一
行
は
大

い
に
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
ま

た
そ
れ
以
上
に
「
パ
テ
レ
ジ

追
放
令
'
一
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

使
者
と
し
て
彼
等
の
日
本
帰

国
を
絶
望
的
に
す
る
も
の
で

し
た
。日

本
を
目
の
前
に
、
使
節

の
日
本
帰
国
の
日
は
予
定
が

立
た
ぬ
ま
ま
、
い
た
ず
ら
に

日
数
は
経
過
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
マ
カ
オ
滞
在

の
約
一
年
後
に
は
、
使
節
の
随

員
で
あ
っ
た
諌
早
出
身
の
ジ
ヨ

ル
ジ
ェ
・
ロ
ヨ
ラ
が
、
肺
病
の

た
め
こ
の
地
で
な
く
な
り
ま
し

た
。
旅
行
中
、
終
始
少
年
達
の

良
き
日
本
の
先
生
と
し
て
、
ま

た
巧
み
な
文
章
家
と
し
て
貴
重

な
人
材
で
し
た
。
二
十
七
歳
の

若
さ
で
し
た
。



(4) 

ー
市
民
の
総
意
一
で
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2

3
1
3
j
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s
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一欝
霊
園
一
者
一
の
だ
一め
母

一

住
み
よ
い
暗
づ
i

くの
drL

りお お む市政だより

「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
国
際
障
害
者
年
は
終
り

ま
し
た
@

し
か
し
、
心
身
障
害
者
問
題
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

大
村
に
お
け
る
国
際
障
害
者
年

は
、
障
害
者
の
方
々
と
の
話
し
合

い
、
関
係
機
関
と
の
協
議
、
民
聞

を
含
め
た
「
障
害
者
の
た
め
の
住

み
よ
い
町
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

の
協
力
を
得
て
、
市
民
へ
の
啓
も

う
、
公
共
施
設
な
ど
の
改
善
、
調

査
研
究
な
ど
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
際
障
害
者
年
に
傾
け
た
市
民

一
人
ひ
と
り
の
情
熱
を
、
今
後
も

よ
り
一
層
強
め
、
障
害
者
の
問
題

昭和51年 4月1日
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を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
理
解

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
忘
れ

。
身
体
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
老

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
題
材

に
し
た
十
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム

を
利
用
し
て
下

さ
わ
。「

十
六
ミ
リ

映
写
機
操
作
技

術
認
定
証
」
を

持
っ
て
い
る
団

体
に
フ
ィ
ル
ム

映
写
機
を
無
料

で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

題
名
・
内
容

V
母
さ
ん
は
歌

っ
た
よ

(
カ
ラ
l
、
四
十
八
分
)

聴
力
障
害
を
持
つ
母
と
、
そ
の

息
子
た
ち
の
明
る
く
、
く
っ
た

あ
た
た
か
い
心
で
か
そ
う
手
や
足
を

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
福
祉
課
)

。

。
く
の
な
い
す
ば
ら
し
い
一
家
の

よ
う
す
を
通
し
て
親
子
と
は
何

か
、
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
語
っ
て
い
る
。

V
寝
た
き
り
老
人
の
介
護

(
カ
ラ
!
、
三
十
分
)

寝
た
き
り
の
人
に
自
立
す
る
気

概
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
介
護

す
る
側
の
心
が
ま
え
が
、
い
か

に
あ
る
べ
き
か
を
訴
え
て
い
る

V
ひ
ろ
が
れ
ぬ
く
も
り
の
輪

(
カ
ラ

l
、
二
十
七
分
)

子
供
か
ら
老
人
ま
で
、
広
い
範

囲
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
意
義
と
必
要
性
を
訴
え
て

いヲ。。

問
合
せ
先
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

l

(
曾
①
|
コ
二
六
一
)

(
西
大
村
小
四
年
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りおおむ市政だより(5) 

不
自
由
な
人
と
ふ
れ
あ
う
明
る
い
社
会

。
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前

に
盲
人
用
信
号
機
、

タ
ー
ミ
ナ
ル

i
水
田

町
に
盲
人
用
誘
導
点

字
ブ
ロ
ッ
ク

(
萱
瀬
中

.D. 
S量L
、ーノ

杉

本

一1
障
害
者
の
方
々
、
か

「
H

l
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

流
れ
る
曲
は
、
大
村
駅
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
方
向
が
「
と
お
り
ゃ
ん
せ
」

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
市
民
会
館
方
向

が
「
故
郷
の
空
」
で
す
。

毎
日
午

前
七
時
三
十
分

l
午
後
六
時
ま
で

流
し
ま
す
。

障
害
者
の
方
々
が
安
心
し
て
社

会
参
加
す
る
た
め
の

一
つ
の
事
業

と
し
て
、
駅
前
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

前
の
交
差
点
に
盲
人
用
の
信
号
機

を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
道
西
三
城
|
杭
出
津

線
の
駅
前
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

t
水

田
町
(
橋
本
ガ
ラ
ス
居
前
)
ま
で

福
祉
セ
ン
タ
ー
-
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
側
の
歩
道
に、

幅
三

十
セ
ン
チ
の
盲
人
用
誘
導
点
字
プ

ロ
ッ
ク
を
は
め
こ
み
ま
し
た
。
乙

れ
で
視
力
障
害
者
の
方
も
セ
ン
タ

ー
、
ア
ー
ケ
ー
ド
方
面

へ
行
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

4
a明J
U
司
G

パスターミナル~水田町まで盲人用誘導点字プロック

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
前
に
盲
人
用
の
信
号
機

調融
出
張
所
の
便
所
を
身
障
者
用
に
改
造

~ 

市
民
の
皆
さ
ん
の
障
害
者
の
方

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
、

鈴
田

出
張
所、

萱
瀬
出
張
所
の
便
所
を

身
障
者
用
に
改
造
し
ま
し
た
。

。3施
設
に
自
動
ド
ア

を
新
設

。2施
設
の
入
口
を
ス

ロ
ー
プ
化

市
立
図
書
館
、
中
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
、
福
重
出
張
所
に
自
動
ド

ア
を
設
置
し
ま
し
た
。

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
、
萱
瀬

出
張
所
の
入
口
を
車
い
す
で
も
入

れ
る
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

。3施
設
の
便
所
を

身
障
者
用
に
改
造

出張所の入口を自動ドア、スロープ化
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生
ワ
ク
チ
ジ
の
投
与
を
行
い
ま

す
。
投
与
は
で
き
る
だ
け
二
十
四

カ
月
ま
で
に
二
回
済
ま
せ
る
よ
う

に
心
が
け
て
下
さ
い
。
母
子
健
康

手
帳
も
必
ず
ど
持
参
下
さ
い
。

該
当
者
生
後
六
カ
月
l
四
十
八

カ
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け

て
な
い
乳
幼
児
、
二
回
目
投
与

が
済
ん
で
な
い
幼
児

料
金

無
料

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

V
発
熱

や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
の
乳

幼
児

V
重
症
結
核
、
心
臓
血

管
系
疾
患
の
乳
幼
児

V
病
後

衰
弱
、
栄
養
障
害
の
乳
幼
児

※
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

注
射
主
換
診
一

圃
急
性
灰
白
髄
炎
(
小

児
マ
ヒ
)
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与

V
麻
し
ん

な
ど
生
ワ

ク
チ
ン
接

種
後
一
カ

月
を
経
過

し
て
な
い

乳
幼
児

(
生
活
環

境
課
)

生ワクチン投与実施日程

接種会場 | 接種目

市役所 4/ 

萱瀬 出張所: I /13 

諏訪公民館

三浦診療所

鈴田出張所

竹松出 張所 4/ 

福重 出張所 I /15 

中地区公民館 4/ 
松原出張所 / 16 

午後 2時--3時まで

~ 

国
麻
し
ん
(
は
し
か
)

予
防
接
種

接
種
方
法
個
人
接
種
(
該
当
者

が
直
接
医
院
へ
行
っ
て
接
種
を

受
け
る
)

接
種
目
四
月
一
日

t
六
月
三
十

日
ま
で
の
聞
に
指
定
さ
れ
た
各

医
院
で
行
い
ま
す
が
、
事
前
に

各
医
院
に
ど
相
談
下
さ
い
。

※
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
と
前
後
約
一
カ
月
聞
は
他
の

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

該
当
者
生
後
十
八
カ
月

t
七
十

二
カ
月
ま
で
の
幼
児
で
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
乙
と
の
な
い
幼
児

ま
た
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
幼
児
(
本
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
に

限
る
)

接
種
料
金

無
料

時間

の
で
医
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
接
種
の
際
は
母
子
健
康
手
帳

を
ど
持
参
下
さ
い
。

接
種
医
院
松
井
医
院
(
久
原
郷

官
③
|
六
六
二
四
〉
寺
井
医

院

(
玖
島
郷
、
曾
②
|
三
五
七

四
)
松
尾
医
院
〈
玖
島
郷
、

雷
②
|
四
四
二
一
)
田
川
小

児
科
医
院

(
武
部
郷
、
雷
②
i

四
0
0
0
)

近
藤
医
院

(
武

部
郷
、

雷
②
|
二
五
二
七
)

朝
長
医
院

(
杭
出
津
二
丁
目
、

電
④
|
五

0
0
0
)

上
田
医

院

(諏
訪

一
丁
目
、
雷
②
|
三

五
O
五
)
出
口
小
児
科
医
院

(
諏
訪
三
丁
目
、
曾
②
|
一
一
一
一

五
二
)

与
那
城
医
院

(
池
田

新
町
、
曾
@
l
五
五
七
五
)

沢
田
医
院
(
荒
瀬
郷
、
曾
⑤
|

七
六
O
三
)

今

回
内
科
医
院

(
桜
馬
場
二
丁
目
、
宮
②
|
三

O
三
二
〉
桝
本
医
院
(
大
川

田
町
、
曾
@
l
八
三
五
五
)

原
医
院
(
宮
小
路
一
丁
目
、
電

⑤
l
八
四
二
七
)
牧
山
医
院

(
宮
小
路
二
丁
目
、
雷
@
l
七

八
三
一
)
長
崎
医
院

(寿
古

郷
、
雷
@
|
八
六
一
五
)

(
生
活
環
境
課〉

-
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

の
予
防
注
射

飼
い
犬
は
、
一
年
に
一
回
の
登

録
と
六
カ
月
ご
と
の
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
受
け
さ

せ
て
下
さ
い
。

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

一
頭
に
つ
き
三
千
二
百

手
数
料

六
十
円

お
願
い

V
当
日
は
受
付
が
混
雑

し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら

な
い
よ
う
に
ど
協
力
下
さ
い
。

V
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な

い
で
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

V

人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
に

は
口
輪
を
つ
け
て
つ
れ
て
き
て

下
さ
い
。

V
登
録
と
注
射
が
済

ん
だ
犬
に
は
必
ず
首
輪
に
鑑
札

を
つ
け
て
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

犬の登録と狂犬病予防注射日程

4/州 市役所 |川 0--15:00

12三溝西陸 平部陸浦下話公公出公民頭民民芸所酷館館!| 1 | | 10 30~1 
11:15--11:30 

4 /131.=: iIs IB ~ PJT 113: 00-13: 30 

13:40--14:00 

14:10-14:30 

平小 JII(倉田宅前〉 10: 00--10: 30 

鈴田 出 張 所 10:40-11:20 
4/14 

上 久 原公民館

椎池公民館 14:40-15:00 

寿 古 公 民 館 9: 00--10: 00 

福重出張所

4/15 立福寺 パ ス停 11: 10--11: 30 

富の原2丁目公民館 13:00--14:00 

植松公民館 14:10--15:00 

徴神堂広場 9:30-10:00

諏訪公 民 館 10:15--11: 50 
4/16 

池田公民館 13:10--14: 10 

堺町 公民館 14:20--14:40

野岳湖パス停 110:30--川 O

東光寺公民館 11:15......11:30
4/20 

松原出張所 13:00--14: 00 

武留路公民館 14: 10......14: 30 

4/211竹松出張所 |川 0-15:00

黒木パス終点 |川 0--10:15

黒木 小学校下 10:25--10:50 

久良原公民館 11:00--11:20 

4/22 萱 瀬出張所 13:00-13:30 

南川 内分校下 13:40--13:55 

宮代 公民館 14:05--14:40 

市農協 萱 瀬支所 14:50--15:20 

4/科大村保健所 110:00--15: 00 

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

12: 00-13 : 00まで休みます。※ 

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



※ 

大
村
線
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-1歳

6
カ
月
児

健
a

康

診

査

対

象

昭

和
五
十
五
年
九
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、

周
年
四
月

t
八
月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
四
月
十
六
日
、
二
十
三
日

午
後
一
時

i
一
時
三
十
分
受
付

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

料
金

無
料

りおおむ市政だより(7) 

乗
ろ
う
守
ろ
う

※
母
子
健
嵐
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、

必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

介
護
を
必
要
と
し
な
い

十
五
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
で

上
肢
が
ほ
ぼ
健
全
な
人

施
設
名
な
ど
〔
重
度
身
体
障
害

者
授
産
施
設

・
パ
l
ル
ジ

ュエ

リ
l
授
産
工
場
〕
所
在
地
H

東

大
村
二
丁
目
、
授
産
科
目
H

装

身
具
の
細
工
、
マ
ベ
真
珠
の
加

工
、
真
珠
穴
明

※

入

所
と
通

所
が
あ
り
ま
す
。

〔
身
体
障
害
者
授
産
施
設
・
三

彩
の
里
〕
所
在
地
H
原
郷
、
授

産
科
目
U
陶

芸

※

入
所
と
通

所
が
あ
り
ま
す
。

f募j

j集;

-
身
体
障
害
者
更
生
援

護
施
設
入
所
(
通
所
)

生次
の
各
施
設
で
は
、

自
ら
障
害

を
克
服
し
社
会
復
帰
し
た
い
と
い

う
更
生
意
欲
の
あ
る
障
害
者
を
募

旭が丘小に待望の校歌

昨年4月に開校した旭が丘小学校に待望の校歌ができ 3

月13日、 作詞の牛嶋知孝さん、作曲の辻澄夫さんなど関係

者を招き発表会がありました。この校歌は、市政だよりな

どで歌詞を募集しましたが、勾たくさんの中から牛嶋さんの

作品が選ばれたもので、一番の歌詞は次のとおりです。

光る朝旭が.lTf乙ふるさとの縁の風が

「県
更
生
指
導
所
〕
所
在
地
H

長
崎
市
茂
里
町、

訓
練
科
目
H

時
計
修
理
、
謄
写
タ
イ
プ
、

洋

裁
、
和
裁
、
編
物
※
入
所
の

み
入
所
(
通
所
)
中
の
経
費
す
べ

て
無
料
で
す
が
、
世
帯
の
収
入

に
よ
り
食
費
の
み
自
己
負
担
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
福
祉
課

(福
祉
課
)

-
市
民
農
園
の
参
加
者

希望の窓を聞きゆく

大
村
青
年
会
議
所
で
は
、

市
農

協
青
年
部
ほ
か
関
係
者
の
協
力
を

得
て
、
手
づ
く
り
の
ふ
る
さ
と
運

動
の
一
環
と
し
て
、
土
と
親
し
み

収
穫
の
喜
び
を
満
喫
し、

家
族
の

親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
農
園
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

開
園
式

五
月
九
日
(
日
)
午
前

十
時
三
十
分

実
施
場
所
放
虎
原
殉
教
地
の
前

(松
並

一
丁
目

一
一
四
二

l
一
)

参
加
費
一
区
画
千
五
百
円

申
込
締
切
四
月
三
十
日

申
込
先
・
問
合
せ
先
大
村
青
年

会
議
所
(
抗
出
津

一
丁
目
七
七

O
、
電
②
l
六
三
九
一
)

※
畑
は
自
由
に
裁
培
し
、

適
時
収

穫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
種
、
苗
、
肥
料
は
当
日
現
地
に

元気よく若い瞳で

q
.
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.. ‘
 
.. ‘‘
 
.. ‘
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一

円

酌

ぃ
宇

一一一一一い
引

い
け一一
紘

一ー
が

υ

一

一

市

立

図
書
館
で
毎
月
購
入
し
ミ
セ
ス
、

装
苑
、
幼
稚
園
、
趣

一

一
て
い
る
月
刊
雑
誌
は
次
の
と
お

味

の
園
芸
、
今
日
の
料
理
、
暮

一

一
り
で
す
。
な
お
、
一
カ
月
お
く
し
の
手
帖
、
ド
レ
ス

メ
l
キ
ン
一

一
れ
の
月
刊
雑
誌
は、

希

望

が

あ

グ

、
ス
ク
リ
ー
ン
、
小
学
一
年

一

一
れ
ば
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

生

ー

小
学
六
年
生

一

一

〔雑
誌
名
〕

(
市
立
図
書
館
)
一

一
文
芸
春
秋
、
中
央
公
論
、
群
像

b

一

一
世
界、

新
潮
、
壮
快
、
歴

史

読

ヘ

ヘ

J
ふ

富

一

J-

f
-
w
w
N
M
U
-
-
-

一
本
、
現
代
、

太
陽
、
旅
、

週
間

ペ

シ
弘

代

一

一

JI

t

--司、0
・A

、，
ι川
凶

E
-

，

一
朝
円

壁
雪
時
代
、

E
R
K
-
λ
一線

以

国

一

一
若
い
女
性
、
婦
人
画
報
、
主
婦

層

F
臥
・
〉
険
制

一

一

一
の
友

婦

人
公
論
、
婦
人
百
科

a
F
1

一

て
実
費
で
販
売
し
ま
す
。

※
初
め
て
の
方
に
は
指
導
員
が
ア

ド
パ
イ
ス
し
ま
す
。

(商
工
観
光
課
)

公

宮
市
ん
一

-
電
話
加
入
権

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
人
権
を
公
売
し
ま
す
。
買

受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印
か
ん

と
買
受
代
金
を
持

っ
て
ど
参
集
下

さ
い
。
な
お
、

公
社
の
譲
渡
承
認

が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、

売
却
決

定
を
取
り
消
し
ま
す
。

日

時

四

月
九
日
、
午
後

一
時

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
付
当
日
開
札
後
即
納

公
売
物
件

曾
④
l
一
二
五
二
、

雷
③
|
五
四
二
O
、
曾
③
|
五

八
六
五
、

雷
②
|
四
三
五

て

曾
③
|
四
八
四
七、

雷
④
l
一

五
二
九
、

宮
③
|
五

O
二
三
、

宮
@
i
五
二
六
六
、
曾

G
I
一

五
O
七
、
雷
@
l
四
O
八
七
、

富
⑤
i
四
八
ご
ニ
、

富
⑤
|
二

三

O
二

(税
務
課
)

i
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も

よ

巷

し

-
陸
よ
自
衛
隊
大
村
駐

と
ん
地
創
立
叩
周
年

記
念
行
事

日
時
四
月
二
十
九
日
、
午
前
九

時
三
十
分

t
午
後
三
時

場
所
大
村
駐
と
ん
地
営
庭

内
容
運
動
会
(
町
内
対
抗
競
技

な
ど
)
、
仮
装
行
列
、
音
楽
演

奏
ド
リ
ル
、
野
外
売
庖
な
ど

※
当
日
は
午
前
八
時
2
午
後
三
時

ま
で
駐
と
ん
地
を
開
放
し
ま
す

試

験

-
技
能
検
定
(
前
期
)

昭
和
五
十
七
年
度
の
技
能
検
定

(
前
期
)
を
行
い
ま
す
。
合
格
者

に
は
、
一
級
、
単
一
等
級
及
び
二

級
技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま

す。受
検
申
請
の
受
付
期
間
四
月
十

五
日

t
二
十
六
日
ま
で

実
施
期
間
六
月
十
九
日

1
九
月

十
九
日
ま
で
の
間
で
別
に
指
定

す
る
日

実
施
職
種
園
芸
装
飾
、
造
園
、

鋳
造
、
機
械
加
工
、
放
電
加
工

金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
板

金
、
仕
上
げ
、
工
具
研
削
、
製

材
の
乙
目
立
て
、
電
子
機
器
組

立
て
、
電
気
機
器
組
立
て
、
建

設
機
械
整
備
、
婦
人
子
供
服
製

造
、
紳
士
服
製
造
、
木
型
製
作

木
工
、
製
版
、
印
刷
、
製
本
、

ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
、
陶
磁
器
製
造
、
石
工

と
び
、
左
官
、
築
炉
、
ブ
ロ
ッ

ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、
畳
製

作
、
防
水
施
工
、
床
仕
上
げ
施

工
、
天
上
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶

縁
施
工
、
サ
ッ
シ
施
工
、
貴
金

属
装
身
具
製
作
、
表
装
、
塗
装

塗
料
調
色
、
広
告
美
術
仕
上
げ

写
真

合
格
発
表
十
月
七
日

問
合
せ
先
県
職
業
訓
練
課
(
電

長
崎
⑫
|
一
一
一
一
)
県
職
業

能
力
開
発
協
会
(
曾
長
崎
@
|

四
三
七
五
)

(商
工
観
光
課
)

融

資

-
未
組
織
労
働
者
の
た

め
の
住
宅
・
生
活
資

金
未
組
織
労
働
者
な
ど
が
生
活
資

金
を
借
り
や
す
く
す
る
た
め
に
県

勤
労
者
信
用
基
金
協
会
が
あ
り
ま

す
が
、
乙
の
協
会
の
保
証
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
勤
労
者
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
金
融
機
関
か
ら
融 号ヨ

資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

融
資
対
象
者

V
県
内
に
住
所
、

勤
務
先
の
あ
る
未
組
織
労
働
者

で
協
会
の
保
証
に
よ
る
借
入
金

を
償
還
期
間
内
に
返
済
す
る
能

力
が
あ
る
成
年
者

V
県
内
に

居
住
し
県
内
の
同
一
事
務
所
に

二
年
以
土
勤
務
し
て
い
る
人
、

県
内
に
二
年
以
上
勤
務
し
て
い

る
人

V
過
去

一
年
間
の
平
均

月
収
が
返
済
払
込
み
月
額
の
四

倍
以
上
で
あ
る
人

V
給
与
証

明
書
ま
た
は
所
得
証
明
書
な
ど

の
書
類
が
提
出
で
き
る
人

融
資
額
・
返
済
期
間

〔
住
宅
取

得
」
七
百
万
円
ま
で
、
木
造
U

十
八
年
、
耐
火
構
造
H

二
十
五

年
〔
住
宅
改
良
〕
三
百
万
目

ま
で
、
十
五
年
〔
住
宅
用
地

取
得
〕
三
百
万
円
ま
で
、
十
五

年
(
生
活
資
金
〕
百
万
円
ま

で、

五
年

保
証
人
生
活
資
金
に
限
り

一
人

以
上

貸
付
利
率
生
活
資
金
は
年
九
・

三
Mm、
他
は
金
融
機
関
の
利
率

に
よ
る

(尚
工
観
光
課
)

※ 

海
や
川
を
守
る
た
め

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

J
V
 

…一歳
時
記

一

花

祭

り

一

へ

川

1自

植

物

の

葉

を

干

し

て

作

っ

た

も

~

川

一

民

間

ご

一

一

の

(

ま

た

は

ア

マ

チ

ャ

ヅ

ル

と

)

t

弓
‘
，
、
さ
「
-
M
l

A

c

-

-

J
ハ

-ab.，
い
う
植
物
も
使
う
)
で
、
参
拝
仇

也
、
、
J
圃
司

4

・f

司

ρ

一(rz十
い
為
者
は
、
こ
れ
を
飲
む
ほ
か
、
習
へ

F

1

誠
一
品
川
一
以
¥
字
の
墨
を
す
る
の
に
水
の
代
わ

v

i

-

~

J

r

川

町

ざ

り

に

使

い

ま

す

。

こ

う

す

る

と

品

川

砂

〓

面

、

畳

一

習

字

が

上

達

す

る

と

い

わ

れ

て

V

~

似

た

1
叫

烈

万

一

い

る

か

ら

で

す

。

川

・・
3

一
方
、
お
花
見
の
花
祭
り
の

f

-

花
祭
り
と
い
う
の
は
、
本
来
方
は
四
月
八
日
と
は
限
ら
ず
、

γ

い
は
、

回
出
む
と
呼
ぶ
、
処
跡
の

サ
ク
ラ
の
咲
く
の
に
合
わ
せ
る
小

一
誕
生
日
を
祝
う
仏
教
の
行
事
の

の
で
、
地
方
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
仇

一
ひ
と
つ
で
す
。
と
こ
ろ
が
故

近

ち

で

す

。

~

一
観
光
行
事
と
し
て
の
サ
ク
ラ
の
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
新
入
生
め

一
花
祭
り
が
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
が
サ
ク
ラ
の
花
の
下
で
入
学
式
ん

い
て
き
て
、
混
同
さ
れ
て
い
る
む
を
や
っ
て
い
る
絵
を
見
て
、
不
い

い
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
思
議
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
」
と
…

…

仏
教
の
方
の
花
祭
り
は
釈
迦
い

っ
た
の
は
北
海
道
の
人
。
北
一

一
の
誕
生
日
で
あ
る
四
月
八
日
。

海
道
で
サ
ク
ラ
が
咲
く
の
は
五
ゲ

?
サ
ク
ラ
の
花
な
ど
で
飾
っ
た
小
月
ど
ろ
で
す
か
ら
、
む
り
も
あ
明

い
さ
な
お
堂
を

作

り

、

そ

の

中

に

り

ま

せ

ん

。

~

ぃ
甘
茶
を
入
れ
た
水
盤
を
お
い
て
ち
な
み
に
、
各
地
の
サ
ク
ラ

γ

…
釈
迦
像
を
安
置
し
、
参
拝
者
は

祭
り
、
花
ま
つ
り
は
、
沖
縄
の

一

一
ひ
し
ゃ
く
で
仏
像
に
甘
茶
を
か
名
護
城
跡
で
は
一
月
の
下
旬
、
い

叩
け
る
と
い
う
の
が
多
い
よ
う
で
北
海
道
の
根
室
で
は
六
月
の
上
川

叫
す
。

旬
、
南
と
北
で
は
、
ず
い
ぶ
ん

刊

い
甘
茶
は
、
ア
マ
チ
ャ
と
い
う
ち
が
う
も
の
で
す
ね
。

ゲ

f
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※
 
空
力

ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ

ペ
ス

ポ

ト

ツ

〉

-
市
制
施
行

ω周
年
記

念
少
年
野
球
大
会

日
時
五
月
八
日
(
土
)
九
日
(
日
)

〔
開
会
式
〕
八
日
の
午
後
二
時

か
ら

場

所

市

営
野
球
場
ほ
か

チ
l
ム
編
成
十
五
人
以
内

〔
小
学
生
の
部
〕
四
、
五
、
六

年
生
で
編
成
〔
中
学
生
の
部
〕

学
年
は
問
わ
な
い
※
い
ず
れ

も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単
位
で
編

成
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
チ
l

ム
編
成
が
困
難
な
少
年
団
は
隣

接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の

合
併
編
成
を
認
め
る

申
込
方
法
四
月
二
十
八
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

抽
選
会
五
月
一
目
、
午
後
二
時

か
ら
市
役
所
第
七
会
議
室

主

催

市

教
育
委
員
会

共
催
・
主
管
市
野
球
協
会

※
競
技
中
の
傷
害
に
つ
い
て
は
応

急
処
置
の
み
行
い
、
主
催
者
は

一
切
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

(
体
育
課
)

-
婦
人
軟
式
庭
球
教
室

家
庭
婦
人
の
初
心
者
を
対
象
に

一
一一国
長
年
会

一

一

保

険

料

は

4
月

中

に

一

一
昭
和
五
十
六
年
度
の
国

民

年

も

し
未
納
な
ら
ば
、
四
月
中
一

一
金
保
険
料
は
も
う
納
め
ま
し
た
な
ら
五
十
六
年
度
の
納
付
書
で
一

一

か

。

納

め

ら

れ

ま

す

の

で

、

急
い
で
一

一

保

険
料
を

納

め

忘

れ

て

い

る

納

め

ま

し

ょ

う

。

一

一
と
万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害

な

お

、
強
制
加
入
の
人
で
、
一

一
年
金
や
母
子
年
金
も
受
け
ら
れ
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
ら
一

一
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
、
れ
な
い
人
は
、
印
か
ん
を
持
参
一

一
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
の
う
え
出
張
所
か
市
役
所
保
険
一

一
乙
と
も
あ
っ
て
、
老
後
の
生
活
年
金
課
ま
で
免
除
手
続
き
に
お

一

一

の

支

え

を

失

う

こ

と

に

な

り

ま

い

で

下

さ

い

一

一

す

。

い

ま

一

度

、

お

確

か

め

下

(

保

険

年

金

課
)
一

一

さ

い

。

一

一γ
，、・
1
t
、t
、・
1
・1
，、，、，、，、.司、・
1
t
、・!，‘
t
、・
1
・1
・!・!，、
t
-
E
、」

開
設
し
ま
す
。

期
間
四
月
二
十
一
日

t
六
月
二

十
三
日
(
毎
週
水
曜
、
午
前
十

時
I
正
午
、
十
回
)

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
二
十
人

参

加

費

無
料

(
た
だ
し
、

傷
害

保
険
加
入
金
六
百
八
十
円
を
申

込
み
時
に
わ
た
だ
き
ま
す
)

指
導
者

森
上
吉
郎
さ
ん

(
日
体

協
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
)

申
込
方
法
四
司
十
九
日
ま
で
に

教
育
委
員
会
体
育
課
へ
直
接
お

い
で
下
さ
い
。

主

催

市

教
育
委
員
会

(体
育
課
)

-
ジ
ャ
ギ
l
体
操
〈
ダ

ン
ス
〉
教
室

ジ
ャ
ギ
l
体
操
(
ダ
ン
ス
〉
は

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

技
法
で
、
ジ
ャ
ズ
の
曲
に
の
『
て

自
分
の
体
を
局
限
い
っ
ぱ
い
に
動

か
し
楽
し
む
自
由
な
体
操
で
す
。

期
間
四
月
二
十
三
日

t
六
月
二

十
五
日
(
毎
週
金
曜
、
午
前
十

時
l
正
午
、
十
四
)

場
所
市
民
体
育
館

対
象
・
定
員
一
般
女
子
、
四
十

人
(
先
着
順
)

参
加
費
無
料
(
た
だ
し
、

傷
害

保
険
加
入
金
を
当
日
受
付
け
で

い
た
だ
き
ま
す
〉

つ申
込
方
法
四
月
二
十
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
市

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

主
催
市
教
育
委
員
会

(体
育
課
)

-
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
登
録

昭
和
五
十
七
年
度
の
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
登
録
を
受
付
け
ま
す

登
録
期
間
四
月
一
日

t
五
月
三

十
一
日
ま
で

登
録
料

無
料

登
録
の
条
件

①
市
内
の
ス
ポ
l

ツ
少
年
団
大
会
な
ど
(
野
球
、

ソ
フ
ト
、
バ
レ
ー
な
ど
)
へ
の

出
場
は
登
録
者
の
み
認
め
る

②
日
常
活
動
が
で
き
る
範
囲
内

で
結
成
す
る
乙
と
@
単
一
団

体
で
日
常
活
動
が
で
き
な
い
場

合
は
隣
接
す
る
団
体
と
合
併
し

て
登
録
す
る
こ
と

①

前

記
3

の
場
合
、
部
分
的
に
複
数
の
少

年
団
に
登
録
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
⑤
締
切
り
後
の
登

録
ま
た
は
追
加
登
録
は
認
め
な

い
が
転
入
生
に
つ
い
て
は
乙
の

限
り
で
は
な
い

登
録
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

※
登
録
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り

ま
す
。

(体
育
課
)

-
ク
ラ
ブ
対
抗
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
成
績

二
月
二
十
一
日
、
西
大
村
中
体

育
館
ほ
か
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕

①
航
空
隊
@
大
村
ク
ラ

ブ
③
愛
好
会
、
球
園
会
〔
女
子
〕

①
大
村
女
子
ク
ラ
ブ
A
②
同
B
③

竹
松
地
区
婦
人
、
太
陽(

体
育
課
)

-
大
村
団
体
戦
卓
球
大

会
成
績

二
月
二
十
八
日
、
市
民
体
育
館

で
市
卓
球
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
般
男
子
〕
①
卓
球
愛
好
会
②

西
竹
ク
ラ
ブ
@
市
役
所

二
般
女
子
〕
①
卓
球
愛
好
会
②

大
村
婦
人
ク
ラ
ブ
A
@
同
C

(体
育
課
)

-
市
制
施
行
制
周
年
記

念
市
民
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
ゲ
大
会
成
績

三
月
七
日
、
市
教
育
委
員
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
八
キ
ロ
H

一
般
の
部
〕
〈
九
組

H

三
十
人
〕
①
山
根
久
幸
組
②
岸

田
啓
二
組
③
吉
崎
一
雄
組
〔
六

キ
ロ
U
中
学
生
の
部
〕
(
四
十
八

組

u
百
五
十
八
人
〉
①
山
口
秀
行

組
②
瀬
崎
正
太
組
③
古
川
正
樹
組

〔
五
キ
ロ
H
家
族
組
〕
(
三
十
七

組
H

百
三
十
一
人
)
①
宮
由
美
知

子
組
①
高
以
良
保
組
@
原
田
拓
雄

組

(
体
育
課
)

一
ス
イ
ッ
チ
は
手
ま
め
一

一
に
点
滅
し
ま
し
ょ
う
一

一

ち

ょ
っ
と
部
屋
を
出
る
と
一

一
き
で
も
、
手
ま
め
に
ス
イ
ツ
一

ケ
ア
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
一

一
が
、
電
気
を
大
切
に
使
う

コ
一

一

ツ

で

す

。

一

一
う
っ
か
り
消
し
忘
れ
が
ち
一

一
な
の
は
、
子
供
部
屋
、
浴
室

一

一
洗
面
所
、
納
戸
、
炊
事
場
、
一

一
ト
イ
レ
な
ど
出
入
り
の
多
い
一

一
と
こ
ろ
で
す
。
家
族
み
ん
な
一

一
で
気
を

つ
け
て
、
不
要
な
あ
一

一
か
り
は
消
す
よ
う
に
し
ま
し
一

一

ょ

う

。

一

一

}

骨

組

F
非
4
s

-

一

ム
L

寵
一

一

「

~

勺

£

一

「
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
」
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-
心
身
障
害
児
の
一
日

保
育
、
月

4
回
実
施

心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
保

育
所
や
学
校
な
ど
に
通
う
乙
と
の

で
き
な
い
在
宅
児
童
の
た
め
、

楽

し
い
集
い
と
遊
び
の
中
か
ら
児
童

の
自
立
と
協
和
の
精
神
を
養
う
乙

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す。お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

日
時
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
、

第
二
・
第
四
日
曜
、
午
後
一
時

?
四
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

(福
祉
課
)

書
週
間
の
行
事
と
し
て
一
般
市
民

を
対
象
に
読
書
感
想
文、

読
書
体

験
記
な
ど
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
作
品
を
編
集
し
て
文
集

を
作
成
し
ま
し
た
。

希
望
者
に
は

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

(市
立
図
書
館
)

-
技
術
向
上
訓
練
「
シ

ー
ケ
ン
ス
水
面
制
御
」

訓
練
対
象
フ
ロ
ー
ト
レ
ス
・
ス

イ
ッ
チ
を
設
置
ま
た
は
管
理
を

行
っ
て
い
る
人

実
施
期
間
四
月
十
九
日

t
二
十

三
日
(
昼
間
の
部
〕
午
前
九

時

t
午
後
五
時
〔
夜
間
の
部
〕

午
後
五
時
三
十
分

t
午
後
八
時

一

一

|

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

l

i

l

-

-

」
度
の
た
め
、
土
地
並
び
に
五
一

一

一

十

六

年

度

中

の

新

増
築
分
家

-

一

「

|

縦

覧

期

間

と

納

期

を

変

更

|

|

|

』

屋
に
つ
い
て
評
価
替
が
行
わ
一

一

二

月

十

五
日
号
で
も
縦
覧
期

以
降
H

変
更

あ

り

ま

せ

ん

。

れ

ま

す

。

一

一
聞
の
変
更
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
だ
し
、
三
期
の
納
期
限
日
※
縦
覧
の
結
果
、
固
定
資
産
課

一

一
た
が
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間

(

十

月

三

十

一

日

)

が

日

曜

税

台

帳
に
記
載
の
価
格
な
ざ
一

一
と
納
期
を
次
の
と
お
り
変
更
し
日
の
た
め
十
一
月
一
日
を
三
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
四
一

一

ま

す

。

期

の

納

期

限
日
と

し

ま

す

。

月

九

日

1
五
月
八
日
ま
で
の
一

一
縦
覧
期
間
四
月
九
日

1
干

※

本

人

以

外
が
縦
覧
す
る
場
合

聞
に
異
議
の
申
し
立
て
を
す
一

一

八

日

ま

で

(
場
所
は
税
務
課
)

は

委
任
状
ま
た
は
承
諾
書
を

る

乙

と

が

で

き

ま

す

。

一

一
納
期

V
一
期
H

五
月
十

五

日

ど

持
参
下

さ

い

。

(

税

務
課
)

一

一

l
三
十
一
日
ま
で

V
二
期

※

昭

和
五
十
七
年
度
は
基
準
年

三
十
分

受
講
者
負
担
一
人
千
円

実
施
場
所
・
申
込
先
長
崎
技
能

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

家

へ

金

一

封
マ
琴
花
園

(
大
一

塚
幸
人
)
パ

l
ル
ハ
イ
ム
、
大
一

三
丁
目
・
亡
母
キ

ン

)

十

万

円

-

村
子
供
の
家
、
向
陽
寮
、
慈
恵

-

一

2

2

香

典

返

し

…
敬
称
略

マ
山
口
好
子
(
西
三
城
町
・
亡

一
一
般
寄
符

一
敬
称
略

荘
へ
ス
イ
セ
ン
百
八
十
六
本
と
一

夫
茂
)
十
万
円
マ
大
域
文
枝

一

三
十
鉢

マ
原
生
花
居
(
古
町
一

(重
井
田
郷

・
亡
夫
清
順
)
二

E

福
祉
基
金
ヘ

マ
赤
水
清
春

(
本
町
二
丁
目
)
一
丁
目
)
慈
恵
荘

へ
生
花
三
束
一

一

マ
佐
古
亮
尊
(
古
町

一
丁
目
・
万
円

大
村
子
供
の
家
へ
四
万
七
千
九

-

マ
大
村
小
学
校
六
年
二
組
H
慈

一

一

亡
父
亮
憲
)

三

十

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

百

五

十

四

円

マ
日
本
専
売
公

一

富山荘

へ
手
づ
く
り
チ
1
ズ
ケ

i

，

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

社

大

村

営

業

所

東

三
城
町
)

一

マ
南
キ
ヌ
子
(
日
泊
郷

・
亡

夫

マ

川
内
昇

(諏
訪
二
丁
目
e

亡

慈
恵
荘

へ
た
ば
こ
七
千
二
百
本
キ
八
個
ほ
か
、
歌
と
対
話
マ
一

一

時
夫
)
五
万
円

マ
三
原
テ
ル
父
音
一
一
一
)
慈
恵
荘

へ
二
万
円

マ
福
田
幸
代
(
久
原
郷
)
交

通

風

林
火
山
〈
池
田
新
町
・
代
表

一

一

子

(
久
原
郷

・
亡
夫
緋
治
)
金

V
大
域
文
枝
(
重
井
田
郷

・
亡

遺
児
へ

金
一
封

マ
石
丸
キ

ク

天

見

康

)

慈
恵
荘

へ
柏
餅
二
百
一

一
一

封

マ

浦

瀬

一
男
(
抗

出

津

夫

清

順

)
慈
恵
荘
へ

一
万
円
(
池
田
一
丁
目
)
大
村
子
供
の

個
、
さ
く
ら
餅
二
百
四
十
二
個

一

γ
、
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
」

-
市
民
会
館
、
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
を
改
正

四
月
一
日
か
ら
市
民
会
館
使
用

料
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
目
的
外
使
用
料

を
改
正
し
ま
す
。

(市
民
会
館
、
福
祉
課
〉

-
市
立
図
書
館
で
読
書

感
想
文
集
を
作
成

市
立
図
書
館
で
は
、
昨
秋
の
読

開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小
船

越
町
一
一
一
三
、

曾
諌
早
@
|

一
一
一
ニ
一
一
三
)

申
込
締
切
四
月
十
五
日

(商
工
観
光
課
)

-
労
働
保
険
の
年
度
更

新
申
告
を

昭
和
五
十
六
年
度
労
働
保
険
確

定
保
険
料
お
よ
び
五
十
七
年
度
労

働
保
険
概
算
保
険
料
を
申
告
、
納

付
し
て
い
た
だ
く
、
年
度
更
新
の

時
期
が
き
ま
し
た
。

労
働
保
険
料
は、

皆
さ
ん
が
自

主
的
に
申
告
、
納
付
し
て
い
た
だ

く
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本

年
度
か
ら
特
に
保
験
料
申
告
書
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
と
な
り
ま

し
た
の
で
、

読
み
取
り
部
分
の
わ

く
内
に
は
標
準
字
体
で
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
四
月
一
日

t
五
月
十

五
日
ま
で
の
聞
に
直
接
、
金
融
機

関
な
ど
を
通
じ
て
納
付
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
県
雇
用
保
険
課
、
長

崎
労
働
基
準
局

へ
お
問
合
せ
下
さ

(
商
工
観
光
課
)

-
転
居
の
際
は
郵
便
局

へ
「
転
居
届
」
を

転
勤
や
大
学
入
学
な
ど
住
居
移

転
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
転
居

さ
れ
る
方
は
、
必
ず
郵
便
局
へ
転

居
届
を
お
出
し
下
さ
い
。
ま
た
、

郵
便
受
箱
や
表
礼
も
ぜ
ひ
お

つ
け

下
さ
い
。

(
大
村
郵
便
局
)
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